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令和 5 年度がスタートし、1 か月がたちました。新しいクラスの

土台作りで慌ただしい 1 か月でした。1 年生も部活動本入部となり、

ゴールデンウィークが明けたころから、各クラスともペースが落ち

着くかなと思っています。思い返せば、4 月 10 日の入学式、始業

式の式辞では、心にとどめておいて欲しい、3 つの言葉について話

をしました。 

１つ目は、「挑戦」。「挑戦」とは、挑むこと、難しいことに立ち向かうという意味です。いろい

ろなことに本気で挑戦し、そこからさらにたくさんのことを学んで欲しいと思います。できるかど

うか、どこまでできるかはやってみなければわかりませんし、自分の成長をこんなものだと、勝手

に限界を作って欲しくないと思っています。中学校には、挑戦するチャンスがたくさん用意されて

いますので、失敗を恐れずに挑戦し、自分を変えていく勇気を持って欲しいと願っています。 

２つ目は「不屈」。「不屈」とは、折れない心、困難にぶつかっても、乗り越えていくことです。

中学生になれば、自分の力でやらなければならないことが多くなり、困難にぶつかったり、失敗し

たりすることも多く、友達関係でも思うようにならないこともあると思います。でも、それは、成

長のチャンスととらえて欲しい。くじけそうになっても、あきらめず、何度でも立ち上がって歩き

続ける。そんな強さを持った人になってもらいたいと思っています。 

そして、3 つ目は「仲間」。学校で学ぶことは勉強ばか

りではなく、生きていくうえで大切な「人との関わり」も

学びます。色々なことに仲間と取り組んでいく中で、「本当

の仲間」とは何かを追及して欲しいし、狭山台中学校で出

会った仲間を一生の宝として欲しいとの願いからです。 

5 月。各学級とも始まったばかりです。これからどのよ

うなドラマが展開されるのか、生徒たちの成長が楽しみで

なりません。がんばろう！台中生！！ 

狭山台中だより 
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学校教育目標 

◎学び合う生徒 

◎考えて行動できる生徒 

◎高め合う生徒 

目指す学校の姿   誰もが安心して学校生活を送り、成長を実感し、地域とともにある狭山台中学校 

令和５年度 

校訓 信頼 努力 協同 

 

挑戦 仲間 不屈 

4 年ぶりに、全校生徒を集めての朝会です。

少しずつ、日常がもどってきています。 

      

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「どの部に入ろうかなあ～」1 年生にとって一大関心

事の部活動！見学、仮入部を経て、4 月 28 日から本入

部になりました。いつの時代も中学生にとって部活動は、

とっても大事。「今年は、何人入部してくれるかな。」顧

問にとっても、今後の部活を占う大事な新入部員。「校長先生～うちは、２人

です。どうしよう～」そんな声も聞こえてきました。さあ、これからですよ！ 

学校行事・授業関係等　予定　

1 月 部活動保護者会

2 火 50×５　2者面談

3 水 憲法記念日

4 木 みどりの日

5 金 こどもの日

6 土

7 日

8 月

9 火 木曜日課　埼玉県学力学習状況調査　

10 水 1年生心電図検査　交通安全教室

11 木 火曜日課　歯科検診　専門委員会　２者面談

12 金 50×５　2者面談

13 土 50×3　学校公開日　通信陸上市内予選会場

14 日

15 月

16 火 50×5　2者面談

17 水 お弁当の日　1学年朝会　50×5　2者面談　尿検査

18 木 3学年朝会　50×5　2者面談

19 金 2学年朝会　50×5　2者面談

20 土

21 日

22 月

23 火 学校朝会

24 水 学校運営協議会

25 木

26 金 ⑤⑥ネット依存に関する講演会（1年生）

27 土

28 日

29 月

30 火 生徒総会リハーサル

31 水 生徒朝会（団抽選）

5月

校長のつぶやき   

4月から、学校ではマスクの着用を原則求めないこと

になりました。社会的にもマスクの着用は、本人の判

断に任されています。 

これで、マスクなしの笑顔が見られるぞ！・・・・

そう思っていましたが、甘かった。まだまだ、マスク

を着けている生徒が多く、感染に対する恐れは強くあ

るんだと実感しています。ただ・・・・・・・・・ 

子供たちや若い世代を中心に、「自分の顔を見せるのが

恥ずかしい」とか、「マスクをしたままが楽だ」とか

「みんながつけているから」という理由で、マスクを

している人も多いと聞きます。もし、それが理由な

ら、私にとっては、心配の種です。これまで3年間、マ

スクをつけることは、新型コロナウイルス感染症を防

ぐ目的で推奨されていましたが、もし、それが自分自

身を隠すマスク（仮面）の役割に変わってしまったと

したら大問題です。表情は、コミュニケーションをと

るうえでも重要な要素です。子供たちが素顔で生活す

ることが出来なくなるとしたら、将来に大きな影響を

与えるのではないかと、危惧しています。（取り越し苦

労であってほしいですが）この３年間、子供たちも大

人たちも、よく我慢してきました。ただ、このまま、

知り合った同級生の顔も、日々授業をしてくれている

先生の顔も、よくわからないまま生活していくとした

ら、ふつうに考えると正常な状態ではありません。感

染症の危険に備えながらも、当たり前に、素顔で生活

できる日が早く戻ることを望んでいます。 

1年生 部活動に興味津々！！ 


